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ご
無
沙
汰
し
て
お
り
ま
し
た
。
こ
の
た
び
、考
古
資
料
館
館
長
代
理
に
な
り
ま
し
た
小
林
貴
宏
で
す
。

　

か
つ
て
本
館
に
文
化
課
主
事
と
し
て
異
動
し
て
き
た
の
は
２
０
０
０
（
平
成
12
）
年
４
月
の
こ
と
で

す
。
同
年
は
、
総
合
的
な
学
習
の
本
格
化
、
赤
ち
ゃ
ん
手
形
開
始
、
山
形
の
発
掘
〈
調
査
検
討
会
〉
の

開
始
の
年
で
し
た
。
そ
の
後
も
東
北
中
世
考
古
学
会
の
城
館
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
、
南
東
北
の
卒
論
報
告

会
、
お
雛
巡
り
、
自
主
講
座
に
よ
る
研
修
事
業
な
ど
な
ど
、
当
時
ど
れ
も
若
気
の
勢
い
で
、
10
回
や
っ

て
１
回
う
ま
く
い
け
ば
良
い
と
い
う
具
合
で
あ
ち
ゃ
こ
っ
ち
ゃ
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
な
か
の
２
０
０
４
年
、
中
越
地
震
を
本
館
で
執
務
中
に
迎
え
た
こ
と
を
契
機
に
、
東
日
本
大

震
災
を
挟
ん
で
の
20
年
間
は
文
化
財
レ
ス
キ
ュ
ー
に
か
か
わ
り
、
考
古
資
料
館
に
は
、
顔
も
出
す
こ
と

も
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
ん
な
な
か
、
こ
の
た
び
館
長
代
理
に
就
き
ま
し
た
。
と
言
っ
て
も
名
ば
か
り
で
あ
り
、
な
に
も
か

も
館
職
員
、
県
や
町
の
担
当
者
に
任
せ
て
ば
か
り
で
す
。
皆
さ
ん
優
秀
で
す
の
で
、
根
幹
の
活
動
に
つ

い
て
口
を
出
す
こ
と
も
な
い
。
口
に
出
す
の
は
実
務
的
な
こ
と
ば
か
り
で
す
。

　

あ
ん
な
こ
と
を
し
た
、
こ
の
道
を
歩
い
た
、
あ
の
土
器
を
見
た
、
と
25
年
前
あ
た
り
の
こ
と
を
思
い

出
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
大
震
災
の
文
化
財
レ
ス
キ
ュ
ー
の
折
も
、
身
体
の
具
合
を
悪
く
し
た
折
も
、

娘
の
た
め
の
育
児
・
家
事
に
追
わ
れ
る
今
日
も
、
25
年
前
の
恥
ず
か
し
く
、
愚
か
し
く
、
楽
し
い
記
憶

が
私
を
支
え
て
い
た
（
る
）
も
の
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

考
古
資
料
館
30
年
の
歩
み
は
、「
ひ
と
り
で
も
多
く
の
方
に
、
考
古
資
料
館
に
お
け
る
文
化
財
・
歴

史
の
学
び
や
体
験
を
通
し
て
、
偏
狭
や
憎
悪
で
は
な
く
、
学
術
に
基
づ
き
、
い
ま
と
未
来
の
世
界
を
よ

り
良
い
も
の
と
し
よ
う
と
い
う
希
望
と
、
ぬ
く
も
り
あ
る
楽
し
い
良
い
思
い
出
を
つ
く
っ
て
も
ら
い
た

い
」、そ
う
い
う
蓄
積
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。そ
の
想
い
を
浴
び
る
よ
う
に
生
き
て
き
た
一
人
と
し
て
、

引
き
続
き
、
挑
戦
で
き
る
資
料
館
づ
く
り
が
で
き
る
よ
う
、
と
り
く
ん
で
い
き
ま
す
。

　

最
後
に
。
屋
根
や
空
調
機
の
改
修
な
ど
、
設
置
者
で
あ
る
山
形
県
に
は
、
た
い
へ
ん
な
財
政
状
況
の

な
か
、
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
目
立
た
な
い
で
す
が
、
そ
ん
な
支
え
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
多
く

の
方
が
居
ま
す
。
多
く
の
方
の
想
い
を
載
せ
る
考
古
資
料
館
、ひ
き
つ
づ
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▲時空を超えて

う
き
た
む
風
土
記
の
丘
考
古
資
料
館
館
長
代
理　
　
　

小
林　

貴
宏

「
恥
ず
か
し
な
が
ら
、
帰
っ
て
き
ま
し
た
」      



特
別
テ
ー
マ
展

特
別
テ
ー
マ
展

　
　
　
　

令
和
令
和
7
年
6
月
1414
日(

土)

～
9
月
7
日(

日)

　
「
遊
佐
町
の
考
古
学

「
遊
佐
町
の
考
古
学
Ⅱ　

　

旧
石
器
時
代
か
ら
中
世
ま

で
多
く
の
遺
跡
の
発
掘
調
査

が
行
わ
れ
て
い
る
遊
佐
町
の

考
古
資
料
の
う
ち
、
今
年
度

は
そ
の
２
回
目
と
し
て
弥
生

時
代
か
ら
中
世
の
出
土
品
を

展
示
し
ま
す
。

　

今
回
の
展
示
構
成
は
十
章

と
し
ま
し
た
。

第
一
章　

弥
生
・
古
墳
・
奈

良
時
代
前
半
の
遊
佐
町

　

弥
生
時
代
で
は
前
期
の
神

矢
田
遺
跡
、
中
期
の
柴
燈
林

５
遺
跡
、
後
期
の
袋
冷
遺
跡

の
土
器
を
展
示
し
て
い
ま

す
。
古
墳
時
代
で
は
致
道
博

物
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
丸

池
出
土
と
い
わ
れ
て
い
る
勾

玉･

管
玉
・
金
環
を
展
示
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
恐
ら
く

奈
良
時
代
の
前
半
に
遡
る
と

見
ら
れ
る
吹
浦
沖
の
海
底
か

ら
引
き
上
げ
ら
れ
た
須
恵
器

甕
と
、
八
世
紀
代
と
み
ら
れ

る
酒
田
市
の
指
定
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
る
三
崎
山
か

ら
採
取
さ
れ
た
蕨
手
刀
を
展

示
し
て
い
ま
す
。

第
二
章　

奈
良
時
代
後
半
の

遊
佐
町

　

奈
良
時
代
の
遺
跡
も
多
く

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
時

期
の
最
も
古
い
八
世
紀
第

３
四
半
期
に
遡
る
須
恵
器
が

ら
れ
る
供
膳
具
を
四
半
期
毎

に
分
け
て
展
示
し
て
い
ま

す
。

　

九
世
紀
第
１
四
半
期
の
宮

ノ
下
遺
跡
、
第
２
四
半
期
の

地
正
面
遺
跡
、
第
３
四
半
期

の
地
正
面
遺
跡
、
北
目
長
田

遺
跡
、
第
４
四
半
期
の
下
長

橋
遺
跡
、
大
坪
遺
跡
の
土
器

を
、
十
世
紀
で
は
第
１
四
半

期
の
下
長
橋
遺
跡
、
第
２
四

半
期
の
小
深
田
遺
跡
と
下
長

橋
遺
跡
、
第
３
四
半
期
か
ら

第
4
四
半
期
を
経
て
、
十
一

世
紀
代
に
及
ぶ
と
見
ら
れ
る

下
長
橋
遺
跡
の
土
器
を
各
遺

跡
の
図
面
や
写
真
の
パ
ネ
ル

と
共
に
展
示
し
て
い
ま
す
。

第
四
章　

奈
良
・
平
安
時
代

の
煮
沸
具
と
貯
蔵
具

　

煮
沸
具
で
あ
る
土
師
器
や

赤
焼
土
器
は
そ
の
多
く
が
破

片
で
出
土
す
る
た
め
、
展
示

で
き
る
資
料
は
多
く
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

奈
良
時
代
に
遡
る
可
能
性

が
あ
る
吹
浦
遺
跡
の
土
師

器
、
平
安
時
代
の
上
高
田
遺

　
―
弥
生
時
代
か
ら
中
世
の
遊
佐
町
―

―
弥
生
時
代
か
ら
中
世
の
遊
佐
町
―

」

跡
や
東
田
遺
跡
の
小
形
か
ら

中
形
の
甕
、
小
深
田
遺
跡
や

東
田
遺
跡
の
赤
焼
土
器
の
甕

や
羽
釜
、
大
坪
遺
跡
や
東
田

遺
跡
の
赤
焼
土
器
の
堝
を
展

示
し
て
い
ま
す
。

　

貯
蔵
具
で
は
奈
良
時
代

に
遡
る
小
深
田
遺
跡
Ｓ
Ｋ

１
５
６
、
Ｓ
Ｄ
２
６
５
、
Ｓ

Ｄ
４
０
０
出
土
の
短
頸
壺
や

壺
、
平
安
時
代
の
東
田
遺

跡
、
上
高
田
遺
跡
須
恵
器
の

壺
や
甕
に
加
え
、
堂
田
遺
跡

の
珍
し
い
鳥
形
須
恵
器
を
展

示
し
て
い
ま
す
。

第
五
章　

平
安
時
代
の
木
製

品
　

木
製
品
は
乾
燥
と
湿
潤
を

繰
り
返
す
通
常
の
遺
跡
で
は

腐
朽
し
て
残
り
ま
せ
ん
が
、

旧
河
川
跡
や
井
戸
跡
な
ど
水

漬
け
で
湿
潤
な
環
境
が
保
た

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
長
い

年
月
が
経
過
し
て
も
残
り
ま

す
。

　

第
一
節　

建
築
部
材
で
は

上
高
田
遺
跡
建
築
部
材
を
、

第
二
節　

農
耕
用
具
で
は
上

▲吹浦沖から引き上げられた須恵器甕

剣
龍
神
社
西
窯
跡
か
ら
採
集

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
第

３
〜
４
半
期
に
は
吹
浦
遺
跡

で
集
落
が
営
ま
れ
、
上
高
田

遺
跡
の
旧
河
川
跡
の
最
下
層

か
ら
土
器
が
出
土
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
図
面
や
写
真

と
共
に
土
器
を
展
示
し
て
い

ま
す
。

第
三
章　

平
安
時
代
の
遊
佐

町
の
供
膳
器
の
変
遷

　

平
安
時
代
に
入
る
と
調
査

遺
跡
数
は
爆
発
的
に
増
加
し

ま
す
。
九
世
紀
の
第
１
四
半

期
か
ら
十
世
紀
末
、
そ
し
て

十
一
世
紀
代
に
入
る
と
考
え



催
し
物
の
ご
案
内

　

今
後
の
催
し
物
で
す
。
興
味

の
あ
る
も
の
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

◇
第
33
回
企
画
展　
　
　
　
　
　

9
月
13
日

（土）
〜
11
月
30
日

（日）

◇
第
27
期
考
古
学
セ
ミ
ナ
ー　
　

9
月
21
日
・
28
日
・
10
月
5
日
（日）

◇
秋
の
遺
跡
め
ぐ
り　
　
　
　

10
月
19
日

（日）

◇
勾
玉
・
弓
矢
・
石
器
を
つ
く
ろ

う
！11

月
3
日

（祝）

◇
企
画
展
記
念
講
演
会　

    

11
月
9
日

（日）

◇
ガ
ラ
ス
玉
を
つ
く
ろ
う
！　

11
月
15
日

（土）

◇
コ
ー
ス
タ
ー
・
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト

を
つ
く
ろ
う
！

11
月
29
日

（土）

◇
大
人
の
自
由
研
究
②　
　
　

11
月
22
日
・
30
日
・
12
月
7
日

高
田
遺
跡
・
宮
ノ
下
遺
跡
の

農
耕
用
具
で
あ
る
鋤
や
鍬
、

鎌
の
柄
を
、
第
三
節　

狩
猟

具
で
は
上
高
田
遺
跡
の
木
製

の
弓
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

第
四
節　

器
と
台
所
で
は
宮

ノ
下
遺
跡
・
上
高
田
遺
跡
河

川
跡
か
ら
出
土
し
た
木
製
の

蓋
、
皿
、
椀
、
曲
物
、
瓢
箪

の
柄
杓
、
火
鑚
臼
な
ど
を
展

示
し
て
い
ま
す
。

第
六
章　

地
鎮
の
土
器

　

遊
佐
町
の
遺
跡
で
は
地
震

で
倒
壊
し
、柱
を
埋
め
た「
掘

り
方
」
が
大
き
く
変
形
し
た

痕
跡
が
下
長
橋
遺
跡
、
浮
橋

遺
跡
で
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
地
鎮
祭
祀
後
の

一
括
廃
棄
と
考
え
ら
れ
る
遺

構
が
上
記
２
遺
跡
に
加
え
、

東
田
遺
跡
で
も
検
出
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
こ
で
は
東
田
遺

跡
と
下
長
橋
遺
跡
か
ら
出
土

し
た
地
鎮
祭
に
使
わ
れ
た
と

み
ら
れ
る
土
器
を
展
示
し
て

い
ま
す
。

第
七
章　

平
安
時
代
の
遊
佐

町
の
生
産
・
手
仕
事
・
装
身
・

陶
硯
・
金
属
製
品

　

製
塩
土
器
や
漁
具
と
し
て

の
土
錘
、
鍛
冶
用
具
、
紡
織

具
、
刷
毛
や
ヘ
ラ
な
ど
手
仕

事
で
使
わ
れ
た
品
々
、
身

を
飾
っ
た
石
帯
や
帯
金
具
、

櫛
、
下
駄
を
、
陶
硯
で
は
円

面
硯
、
二
面
硯
、
風
字
硯
を
、

金
属
器
で
は
鉄
鏃
、
鍬
先
、

刀
子
を
、
ま
た
古
銭
で
は
皇

朝
一
二
銭
の
ひ
と
つ
の
「
隆

平
永
寶
」
と
渡
来
銭
を
展
示

し
て
い
ま
す
。

第
八
章　

平
安
時
代
の
遊
佐

町
の
祈
り
に
関
わ
る
木
製

品
・
木
簡
・
墨
書
土
器

　

祈
り
に
使
わ
れ
た
木
製

品
、
文
字
が
記
さ
れ
た
木

簡
、
同
じ
く
文
字
が
記
さ
れ

た
土
器
を
展
示
し
て
い
ま

す
。
祈
り
に
使
わ
れ
た
木
製

品
で
は
宮
ノ
下
遺
跡
の
仏

画
の
あ
る
板
・

(

つ
え
）、

上
高
田
遺
跡
の
人
形
・
武
器

形
・
馬
形
・
斎
串
を
木
簡
で

は
日
付
や
大
伴
の
姓
、
出
羽

国
か
ら
中
央
に
収
め
ら
れ
た

甘
味
料
ア
マ
ズ
ラ
が
記
さ
れ

た
木
簡
、
稲
の
品
種
が
記
さ

れ
た
木
簡
を
展
示
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
遊
佐
町
か
ら
は

千
二
百
点
以
上
の
墨
書
土
器

が
出
土
し
て
い
ま
す
が
、
そ

の
中
で
代
表
的
な
も
の
を
展

示
し
て
い
ま
す
。

第
九
章　

平
安
時
代
の
遊
佐

町
の
施
釉
陶
器

　

大
坪
遺
跡
や
、
東
田
遺
跡

の
灰
釉
陶
器
、
宮
ノ
下
遺

跡
、
東
田
遺
跡
の
緑
釉
陶

器
、
下
長
橋
遺
跡
の
灰
釉
陶

器
、
緑
釉
陶
器
を
展
示
し
て

い
ま
す
。

第
十
章　

中
世
の
遊
佐
町　

大
楯
遺
跡
の
出
土
品

　

第
一
節　

か
わ
ら
け
で
は

多
量
に
出
土
し
て
い
る
か
わ

ら
け
の
う
ち
、
完
形
の
手
づ

く
ね
、
ロ
ク
ロ
成
形
の
代
表

的
な
か
わ
ら
け
を
展
示
し
て

い
い
ま
す
。
第
二
節　

国
産

陶
器
で
は
珠
洲
、
瀬
戸
、
越

前
の
陶
器
（
壺
、
甕
、
擂
鉢
、

皿
、
水
瓶)

を
展
示
し
て
い

ま
す
。
第
三
節　

木
製
品
で

は
木
製
皿
、
漆
器
皿
、
小
椀
、

下
駄
、
箆
、
糸
巻
、
人
形
、

砧
を
一
部
は
シ
ー
ラ
ー
パ
ッ

ク
に
い
れ
た
ま
ま
展
示
し
て

い
ま
す
。
第
四
節　

輸
入
磁

器
・
硯
・
墨
書
板
・
鉄
製
品
・

古
銭
で
は
輸
入
磁
器
の
龍
泉

窯
の
青
磁
の
碗
、
皿
、
青
白

磁
の
碗
・
皿
、
同
安
窯
の
埦
・

皿
、
白
磁
碗
・
皿
合
子
等
を
、

墨
書
板
で
は
将
棋
の
駒
や

「
ほ
ろ
は
」
と
書
か
れ
た
遊

佐
荘
に
課
せ
ら
れ
た
年
貢
の

一
つ
の
鷲
羽
の
つ
け
札
、「
保

元
」
の
紀
年
名
の
あ
る
折
敷

の
破
片
な
ど
を
展
示
し
て
い

ま
す
。

▲稲の品種「畔越」が書かれた木簡



　

令
和
６
年
度
に
「
日
向
洞

窟
遺
跡
西
地
区
発
掘
調
査
報

告
書
」
が
刊
行
さ
れ
ま
し

た
。
第
33
回
企
画
展
で
は
こ

の
調
査
成
果
を
多
く
の
皆
さ

ま
に
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
と
し
て
開
催
す
る
こ

と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

展
示
構
成
は
次
の
と
お
り

と
し
ま
す
。

序　

章　

日
向
洞
窟
遺
跡
西

地
区
の
調
査
と
縄
文
時
代
草

創
期
遺
跡
群

　

日
向
洞
窟
遺
跡
西
地
区
の

発
掘
調
査
の
経
過
を
振
り
返

る
と
共
に
、
大
谷
地
周
辺
の

草
創
期
遺
跡
の
概
要
を
図
と

写
真
で
紹
介
し
ま
す
。

第
一
章　

日
向
洞
窟
遺
跡
西

地
区
出
土
の
土
器

　

西
地
区
の
草
創
期
の
土
器

は
脆
弱
で
展
示
で
き
る
も
の

も
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

こ
で
は
Ⅵ
層(

草
創
期)

の

土
器
と
早
期
以
降
の
出
土
土

器
も
展
示
し
ま
す
。

第
二
章　

日
向
洞
窟
遺
跡
西

地
区
住
居
跡
出
土
の
石
器

　

日
向
洞
窟
遺
跡
西
地
区
で

は
竪
穴
状
に
掘
り
窪
め
ら
れ

た
遺
構
が
検
出
さ
れ
ま
し
た

が
、
こ
の
内
、
Ｓ
Ｔ
４
か
ら

出
土
し
た
尖
頭
器
、
有
舌
尖

頭
器
、
半
月
形
石
器
、
石
鏃
、

石
錐
、
掻
器
、
削
器
、
礫
石

器
等
を
展
示
し
ま
す

第
33
回
企
画
展

令
和
7
年
9
月
13
日(

土)

〜
11
月
30
日(

日)

第
３
章　

日
向
洞
窟
遺
跡
西

地
区
土
坑
出
土
の
石
器

　

同
じ
く
土
坑
と
し
て
登
録

さ
れ
た
遺
構
か
ら
も
、
石
器

の
出
土
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

Ｓ
Ｋ
11
〜
15
か
ら
出
土
し
た

石
器
群
を
展
示
し
ま
す
。

第
４
章　

日
向
洞
窟
遺
跡
西

地
区
Ⅵ
層
出
土
の
石
器
(1)

　

日
向
洞
窟
遺
跡
西
地
区
Ⅵ

層
か
ら
出
土
し
た
Ⅰ
〜
Ⅳ
類

の
尖
頭
器
と
Ⅰ
〜
Ⅱ
類
の
有

舌
尖
頭
器
、
Ⅰ
〜
Ⅱ
類
の
半

月
形
石
器
を
展
示
し
ま
す
。

第
５
章　

日
向
洞
窟
遺
跡
西

地
区
Ⅵ
層
出
土
の
石
器
(2)

日
向
洞
窟
遺
跡
西
地
区
Ⅵ
層

か
ら
出
土
し
た
Ⅰ
〜
Ⅶ
類
の

石
鏃
を
展
示
し
ま
す
。　

第
６
章　

日
向
洞
窟
遺
跡
西

地
区
Ⅵ
層
出
土
の
石
器
(3)

　

日
向
洞
窟
遺
跡
西
地
区
Ⅵ

層
出
土
の
Ⅰ
〜
Ⅴ
類
の
石
錐

を
展
示
し
ま
す
。

第
７
章　

日
向
洞
窟
遺
跡
西

地
区
Ⅵ
層
出
土
の
石
器
(4)

　

日
向
洞
窟
遺
跡
西
地
区
Ⅵ

層
出
土
の
Ⅰ
〜
Ⅶ
類
の
掻
器

を
展
示
し
ま
す
。

第
８
章　

日
向
洞
窟
遺
跡
西

地
区
Ⅵ
層
出
土
の
石
器
(5)

　

日
向
洞
窟
遺
跡
西
地
区
Ⅵ

層
出
土
の
Ⅰ
〜
Ⅵ
類
の
削
器

を
展
示
し
ま
す
。

第
９
章　

日
向
洞
窟
遺
跡
西

地
区
Ⅵ
層
出
土
の
石
器
(6)

　

日
向
洞
窟
遺
跡
西
地
区
Ⅵ

層
出
土
の
Ⅰ
〜
Ⅵ
類
の
篦
形

石
器
を
展
示
し
ま
す
。

第
10
章　

日
向
洞
窟
遺
跡
西

地
区
Ⅵ
層
出
土
の
石
器
(7)

　

日
向
洞
窟
遺
跡
西
地
区
Ⅵ

層
出
土
の
Ⅰ
〜
Ⅵ
類
の
両
面

加
工
石
器
を
展
示
し
ま
す
。

第
11
章　

日
向
洞
窟
遺
跡
西

地
区
Ⅵ
層
出
土
の
石
器
(8)

　

日
向
洞
窟
遺
跡
西
地
区
Ⅵ

層
出
土
の
Ⅰ
〜
Ⅱ
類
の
石
斧

を
展
示
し
ま
す
。

第
12
章　

日
向
洞
窟
遺
跡
西

地
区
Ⅵ
層
出
土
の
石
器
(9)

　

日
向
洞
窟
遺
跡
西
地
区
Ⅵ

層
出
土
の
礫
石
器
の
有
溝
砥

石
・
砥
石
・
敲
石
凹
石
・
磨

石
・
石
皿
・
礫
を
展
示
し
ま

す
。

第
13
章　

日
向
洞
窟
遺
跡
西

地
区
Ⅵ
層
以
外
出
土
の
石
器

(10)
　

上
層
か
ら
出
土
し
た
石
器

を
展
示
し
ま
す
。

▲尖頭器

縄
文
時
代
草
創
期
の
石
器
工
房

▲石斧

 

一
念
峰　
米
沢
市
大
字
上
和
田　

●
開
山
伝
貞
観
二
年
（
平
安
時
代
）

ー
日
向
洞
窟
遺
跡
西
地
区
ー



置賜史跡めぐり（59） 

一
念
峰　

一
念
峰　
米
沢
市
大
字
上
和
田　

●
開
山
伝
貞
観
二
年
（
平
安
時
代
）

米
沢
市
大
字
上
和
田　

●
開
山
伝
貞
観
二
年
（
平
安
時
代
）

　

米
沢
市
の
北
東
部
、
高
畠
町
の
境

界
近
く
に
標
高
４
７
０
ｍ
の
奇
岩

の
山
が
あ
り
ま
す
。
名
は
一
念
峰
、

近
く
の
案
内
板(

米
沢
市
教
育
委
員

会)

に
よ
れ
ば
慈
覚
大
師
が
貞
観
二

年
（
八
六
〇
）
こ
の
霊
場
に
篭
る
こ

と
一
年
に
し
て
山
寺
に
転
ぜ
ら
れ
た

の
で
一
念(

一
年)

峰
と
称
す
る
よ

う
に
な
っ
た
と
い
う
伝
説
が
あ
り
ま

す
。

　

米
沢
方
面
か
ら
米
沢
高
畠
線
を
通

り
高
畠
方
面
に
向
か
う
途
中
に
一
念

峰
の
標
識
が
あ
り
ま
す
。
標
識
を
辿

り
上
海
上
集
落
か
ら
の
登
山
道
を
登

る
の
が
一
般
的
な
コ
ー
ス
と
な
っ
て

い
ま
す
。
登
山
口
は
１
０
台
程
度
の

駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
登
り

始
め
て
石
灯
籠
を
過
ぎ
し
ば
ら
く
す

る
と
一
念
峰
本
堂
跡
地
、
地
蔵
岩
に

は
石
仏
が
安
置
さ
れ
て
お
り
、
仏
教

的
な
意
味
合
い
を
強
く
感
じ
ら
れ
ま

す
。
登
っ
て
い
く
と
徐
々
に
勾
配
が

き
つ
く
な
り
凝
灰
岩
の
奇
岩
が
表
れ

ま
す
。
峰
ま
で
登
れ
ば
さ
ら
に
多
く

の
奇
岩
が
出
現
し
ま
す
。
屏
風
岩
、

か
え
る
岩
、
幕
岩
、
護
摩
壇
岩
、
天

狗
の
相
撲
取
り
岩
、
合
掌
岩
、
そ
し

て
一
際
大
き
な
天
狗
岩
が
表
れ
ま

す
。
そ
こ
を
巻
い
て
岩
の
割
れ
目
を

這
い
つ
く
ば
る
格
好
で
潜
り
抜
け
、

最
後
に
そ
の
岩
を
鎖
を
頼
り
に
一
気

に
登
れ
ば
頂
上
に
達
し
ま
す
。
北
は

月
山
、
葉
山
、
東
に
は
蔵
王
山
、
西

は
朝
日
連
峰
、
南
に
飯
豊
、
吾
妻
連
峰

と
３
６
０
度
見
渡
す
こ
と
が
出
来
、
圧

巻
で
す
。
ま
た
、
頂
上
直
下
は
断
崖
絶

壁
と
な
っ
て
お
り
標
高
差
以
上
の
達
成

感
を
感
じ
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

低
山
で
は
あ
り
ま
す
が
鎖
場
、
鉄
梯

子
を
登
っ
た
り
、
肝
を
冷
や
す
危
険
箇

所
も
多
く
、
緊
張
、
集
中
の
時
間
を
体

験
し
ま
す
。
山
岳
信
仰
の
修
験
の
山
の

意
味
合
い
が
深
く
規
模
は
小
さ
い
で
す

が
山
寺
、
吉
野
山
岳
信
仰
の
修
験
道
と

非
常
に
よ
く
似
て
い
ま
す
。

　

尚
、
当
館
隣
の
安
久
津
八
幡
神
社
の

前
身
で
あ
る
阿
弥
陀
堂
は
貞
観
二
年
慈

覚
大
師
創
建
、
ま
た
、
山
寺
宝
珠
山
立

石
寺
も
貞
観
二
年
慈
覚
大
師
の
創
建
と

伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
実
は
、
創
建
を
貞

観
二
年
と
す
る
寺
院
は
全
国
至
る
所
に

あ
り
ま
す
。
時
の
摂
政
、
藤
原
良
房
が

全
国
の
寺
院
に
対
し
て
、
修
理
保
全
を

し
て
、
最
勝
王
経
を
奉
読
し
、
国
家
安

泰
、
鎮
護
国
家
の
祈
り
を
奉
げ
る
よ
う

に
命
じ
た
年
で
あ
り
、
こ
れ
が
貞
観
二

年
の
年
号
が
強
く
残
っ
て
い
る
理
由
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

山
形
県
内
に
は
慈
覚
大
師
円
仁
の
史

跡
旧
跡
が
多
く
点
在
し
て
い
ま
す
。
先

人
の
足
跡
を
辿
る
こ
と
は
意
味
深
い
も

の
と
な
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

現
在
、
価
格
高
騰
品
薄
感
で
社
会
問
題
化
し
て

お
り
ま
す
米
で
す
が
、
水
田
で
コ
メ
つ
く
り
が
始

ま
っ
た
の
は
弥
生
時
代
で
す
。
弥
生
時
代
中
期
の

水
田
は
区
画
を
小
さ
く
し
て
管
理
し
や
す
い
よ
う

に
し
、
籾
を
じ
か
ま
き
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
こ

ろ
の
東
北
地
方
は
寒
冷
期
が
続
き
、
稲
の
成
長
に

ば
ら
つ
き
が
あ
る
こ
と
か
ら
一
斉
に
刈
り
取
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
実
っ
た
穂
だ
け
を
順

に
刈
り
取
る
方
法
で
収
穫
を
し
て
い
ま
し
た
。
こ

れ
を
穂
狩
り
と
い
い
ま
す
。
刈
り
取
る
道
具
を

弥
生
時
代
中
期　

●
南
陽
市　

萩
生
田
遺
跡

我
が
館
の
展
示
品
（
53
）

石
包
丁

「
石
包
丁
」
と
い
い

南
陽
市
萩
生
田
遺
跡

か
ら
出
土
し
て
お
り

ま
す
。
二
か
所
の
穴

に
紐
を
通
し
紐
を
手

に
か
け
て
使
用
し
ま

す
。
名
前
は
「
包

丁
」
と
つ
い
て
い
ま

す
が
、
実
際
は
穂
を

摘
み
取
る
た
め
の
道

具
で
し
た
。

▲萩生田遺跡出土の石包丁

▲一念峰全景

▲紙飛ばし岩


